
111111111111111111111111111111111111川1111111庖 範111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

第 247号

⑧令、めう C26年2月号

平成 6年3月20日発行

|町の動き 1(3月1日現在)

・人口 10，647人(+14人)

・男子 5，023人(+10人)

・女子 5，624人 (+4人)

・世帯数 3，407戸 (+9戸)
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合併処理浄化槽に補助制度
合併地理浄化槽できれいな水路や河川に f

川
内
町
で
は
、
生
活
排
水
対
策
の
一
環

と
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る

た
め
、
補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
ま
で
未
処
理
の
ま
ま
水
路
や
小
河
川

に
流
さ
れ
て
い
た
生
活
雑
排
水
と
し
尿
と

を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
糟
を

設
置
さ
れ
る
方
に
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

か
つ
て
海
や
川
、
湖
沼
の
汚
れ
の
原
因

は
、
工
場
な
ど
か
ら
の
産
業
排
水
が
主
な

も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
に

よ
る
規
制
に
よ
り
産
業
排
水
の
汚
れ
が
減

り
、
そ
の
か
わ
り
生
活
排
水
か
ら
の
汚
れ

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
の
う
ち
で
、

も
っ
と
も
汚
れ
の
ひ
ど
い
の
は
、
台
所
や

洗
濯
機
か
ら
の
排
水
で
す
。

一
人
の
人
聞
が
一
日
に
放
流
す
る
汚
濁

物
質
量
は
、
約
四
十
グ
ラ
ム
で
す
。
そ
の

内
訳
は
、
水
洗
便
所
の
汚
水
が
十
三
グ
ラ

ム
、
生
活
雑
排
水
が
二
十
七
グ
ラ
ム
こ
の

. ， 

う
ち
台
所
の
汚
水
が
十
八
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
い
か
に
ト
イ
レ
以
外
の
生
活

排
水
の
汚
れ
が
大
き
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

従
来
の
浄
化
槽
で
は
ト
イ
レ
の
汚
水
だ

け
を
浄
化
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
生
活
雑

排
水
は
そ
の
ま
ま
公
共
用
水
域
に
排
水
さ

れ
、
水
を
汚
し
て
い
た
の
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
を

つ
け
る
と
/

①
生
活
排
水
の
汚
れ
が
約
泊
に
減
り
、

き
れ
い
な
水
と
な
っ
て
安
心
し
て
流
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
水
洗
便
所
で
毎
日
の
生
活
が
快
適
に

な
り
ま
す
。

③
設
置
費
用
の
補
助
制
度
や
融
資
制
度

も
あ
り
、
性
能
の
割
に
安
上
が
り
で
す
。

④
身
近
に
あ
る
小
川
や
排
水
路
が
き
れ

い
に
な
り
、
地
域
河
川
の
水
量
も
確
保
で

き
、
美
し
い
豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ワ臼



補助制度の あ ら ま し
.補助対象地域 町内の公共下水道計画区域外で、町の指定する地域(図-1) 

。補助対象者 対象地域の住宅等に合併処理浄化槽を設置される方

.対象となる合併処理浄化槽の機種 ダイキ小型合併処理浄化槽 IくCH-N 5 ~10型

.補助の種類及び補助金額等

①設置補助金

O人槽別の補助限度額は、表 1①のとおり O

②単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に設置替えする場合の補助金

O昭和60年度から平成 5年度までに設置した単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に設置替えする場

合には、表-1②のとおり割増し補助を行います。

③維持管理費補助

O合併処理浄化槽設置後10年間は、表 1③のとおり維持管理費を補助します。

④既設便所を水洗式に改造する場合の改造資金の融資あっせん及び利子補給

0融資限度額 360，000円 0利子補給 利子相当分を全額補助 0償還期間 3年以内

表-1 補助限度額一覧表

y ① ② 単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に設置替 ③ 

設置補助限度額
えする場合の補助限度額 維持管理費補助
単独処理浄化槽設置後経過年数 年 間 限 度 額

3年以内 6 年 以 内 9年以内

5人槽 515，000円 977千円 823千円 669千円 12，000円

6人槽 618，000円 1，096千円 937千円 777千円 14，000円

7人槽 721，000円 1，212千円 1，048千円 884千円 20，000円

8人槽 830，000円 1，334千円 1，166千円 998千円 20，000円

10人槽 1，030，000円 1，561千円 1，384千円 1，207千円 23，000円

補助金申請の 手続

合併処理浄化槽補助制度に関する詳しいことは、役場水道課までお問い合わせください。

ft 66-2222 (内線50又は 70) 有線6000
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重信町

出初式
• 
防

川内町

消
3月6日

三
月
六
日
(
日
)
川
内
中
学
校

運
動
場
で
、
平
成
六
年
川
内
町
・

重
信
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

両
町
消
防
団
員
、
東
温
消
防
署
員

を
は
じ
め
、
東
温
防
火
管
理
者
連

絡
協
議
会
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
川
上
幼
稚
園
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
、
川
上
小
学
校
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
八
百
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
始
ま
っ
た
出
初

式
で
は
、
人
員
報
告
、
服
装
及
び

機
械
器
具
点
検
が
あ
り
、
続
い
て

川
上
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

に
よ
る
防
火
演
技
、
両
町
消
防
団

員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
、
川
上
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る

消
火
訓
練
、
東
温
消
防
署
員
に
よ

る
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
初
め
式
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
消
防
団
員
や
消
防
ク
ラ
ブ

員
の
皆
さ
ん
は
、
大
勢
の
観
覧
者

の
見
つ
め
る
中
、
終
始
き
び
き
び

と
し
た
態
度
で
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
万
列
行
進
、
町
長
・

消
防
団
長
あ
い
さ
つ
、
功
労
者
・

永
年
勤
続
者
等
の
表
彰
、
来
賓
祝

辞
、
な
ど
が
あ
り
、
表
川
堤
防
で

消
防
ポ
ン
プ
の

一
斉
放
水
が
行
わ

れ
、
十

一
時
三
十
分
に
終
了
し
ま

'
し
か
~
。

川
内
町
関
係
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

第

八

分

団

分

団

長

大

西

猛

第
二
分
団
副
分
団
長
寺
川

健

治

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
功
績
章
〉

第
七
分
団
副
分
団
長
渡
部
能
典

本

部

班

長

佐

々

木

達

男

〈
勤
続
章
〉

第

一
分
団
団
員

佐
伯

政
美

本

部

団

員

神

野

第
二
分

団

団

員

渡

部

第
二

分

団

団

員

天

野

第

三

分

団

団

員

永

井

第

四

分

団

団

員

渡

部

第

五

分

団

団

員

篠

森

第

五

分

団

団

員

今

井

第

六

分

団

団

員

田

井

第

六

分

団

団

員

杉

原

第

八

分

団

団

員

奥

村

O
家
族
内
助
の
功
労
者

第
七
分
団
分
団
長

丹

生

谷

信

夫

人

丹
生
谷
ヤ
ス
子

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

第

一
分

団

班

長

高

岡

弘

和

第

二

分

団

班

長

伊

東

卓

賓

第
三
一分

団

班

長

菅

野

逸

志

第

五

分

団

班

長

渡

部

光

右

衛

第

七

分

団

班

長

佐

伯

鬼

代

孝

第

三

分

団

団

員

渡

部

英

和

第

四

分

団

団

員

小

倉

初

由

第

六

分

団

団

員

寺

田

利

重

第

七

分

団

団

員

野

中

直

記

第

八

分

団

団

員

田

中

泰

O
川
内
町
長
表
彰

本
部
団
員

本
部
団
員

本
部
団
員

第
一
分
団
団
員

藤渡菅近
川部野藤

雅祐尚照
典 二 人雄

耕 淳公春信公 幸
造孝一秋義行一桂弘豊

第

一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

O
消
防
庁
長
官
表
彰

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

第
四
分
団
分
団
長
中
島

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

〈
精
績
章
〉

第
一
分
団
分
団
長
佐
伯

〈
勤
続
章
〉

本

部

部

長

重

松

第
六
分
団
副
分
団
長
八
木

第

六

分

団

団

員

満

田 松大武日持橋渡 j度渡篠 j度藤渡近白八立河字
本西智 野主本部部部森部原部藤戸木花井高

秀幸 福和 義啓重好俊義国勝 久守勝
樹蔵徹雄男武友 二 行明庚行久稔隆弘則明美
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. 
‘ 

寝
た
き
り
は

つ
く
ら
れ
る

愛
媛
県
予
防
医
学
協
会
の
資
料

に
よ
り
ま
す
と
、
寝
た
き
り
に
な

る
の
は
脳
卒
中
が
断
然
多
い
そ
う

で
す
。
そ
の
中
、
食
事
だ
け
な
ら

自
分
で
出
来
る
人
は
六
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
も
い
る
そ
う
で
す
。

出
来
る
事
は
極
力
自
分
で
し
な

い
と
折
角
残
っ
て
い
る
機
能
ま
で

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
寝
た

き
り
と
い
う
言
葉
は
日
本
だ
け
。

体
を
動
か
す
習
慣
こ
そ
大
切
で
す
。

欧
米
で
は
「
起
き
て
の
生
活
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
は
、
夫

婦
が
単
位
の
生
活
で
す
か
ら
、
両

親
が
老
い
て
も
子
供
と
離
れ
て
住

む
の
が
当
た
り
前
。
と
の
個
人
主

義
が
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

即
ち
最
後
ま
で
、
自
分
の
事
は

自
分
で
す
る
と
い
う
思
想
で
す
。

「
起
き
て
生
活
す
る
」
と
い
う
生

活
環
境
や
習
慣
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
日
本
な
ら
寝
た
き
り

に
な
る
程
度
の
老
人
で
も
、
殆
ど

日
中
は
車
椅
子
か
背
も
た
れ
の
あ

る
椅
子
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
家
族
が
介
護

日
本
人
に
は
、
老
後
は

「嫁
や

子
供
に
介
護
し
て
貰
う
の
が
当
た

り
前
」
の
思
想
が
あ
り
ま
す
。

子
供
や
配
偶
者
に
介
護
し
て
貰

う
の
が
最
高
の
幸
せ
の
考
え
で
す
。

親
を
大
切
に
す
る
事
は
、
大
変

結
構
な
事
で
す
。
従
っ
て
そ
の
考

え
方
に
、
欧
米
と
日
本
と
ど
ち
ら

が
い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
長
い

伝
統
を
無
視
す
る
事
も
で
き
ま
せ

ん。し
か
し
寝
た
き
り
は
日
本
に
多
い

日
本
に
寝
た
き
り
が
多
い
理
由

は
、
患
者
側
に
「
あ
な
た
任
せ
の

甘
え
」
が
あ
り
、
介
護
側
に
も
「大

切
に
し
す
、
ぎ
る
」
が
強
い
か
ら
だ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
に
、
ま
す
ま
す
体
を
動

か
・
さ
な
く
な
り
、
折
角
残
っ
て
い

る
能
力
が
あ
っ
て
も
、
み
す
み
す

使
わ
な
い
が
為
に
失
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

寝
た
き
り
の
悪
影
響

1

肺
が
小
さ
く
な
る

長
く
寝
て
い
る
と
、
腹
の
中
の

臓
器
が
横
隔
膜
を
圧
迫
す
る
た
め

肺
活
量
が
減
り
、
肺
そ
の
も
の
も

小
さ
く
な
り
ま
す
。

肺
の
力
が
弱
る
と
セ
キ
が
出
に

く
く
な
り
、
細
菌
を
追
い
出
せ
な

い
の
で
、
カ
ゼ
ヒ
キ
な
ど
の
感
染

症
に
か
か
り
易
く
な
り
ま
す
。

2

腎
孟
炎
を
起
こ
し
ゃ
す
い

起
き
て
い
る
時
は
、
尿
が
出
や

す
い
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

寝
て
い
る
と
、
残
尿
が
多
く
な

り
、
尿
管
を
逆
流
し
て
、
尿
の
中

の
細
菌
が
腎
臓
に
侵
入
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
腸
脱
炎
や
腎

孟
炎
を
起
こ
し
易
く
な
り
ま
す
。

3

骨
が
折
れ
や
す
く
な
る

「
骨
の
老
化
予
防
に
は
、

一
日 • "-

に
一
時
間
く
ら
い
立
つ
事
が
よ
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
立
っ
と
筋
肉
、
が

収
縮
し
て
骨
に
力
が
加
わ
り
ま
す
。

骨
は
力
を
加
え
る
と
、
細
胞
が

出
来
て
強
く
な
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
寝
て
い
る
と
体
重
が

か
か
ら
な
い
た
め
に
、
骨
の
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
が
血
液
中
に
溶
け
て

出
て
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
き
ま
す

0

4

筋
肉
が
や
せ
て
く
る

筋
肉
は
、
全
然
使
わ
な
い
と
一

日
に
三

1
五
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
、

力
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

寝
こ
ん
で
し
ま
う
と
、
足
は
す

ぐ
や
せ
ま
す
が
、
子
は
や
せ
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
寝
て
い
て
も
子
は
動

く
機
会
が
多
い
か
ら
で
す
。

足
が
弱
っ
て
歩
行
困
難
に
な
る

と
、
体
全
体
が
弱
っ
て
き
ま
す
。

5

肺
炎
が
お
こ
り
や
す
い

寝
た
ま
ま
の
食
事
は
、
の
ど
に

飲
み
込
む
の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

食
道
に
入
ら
な
い
で
気
管
に
入
り

え
ん
げ
性
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す

0

6

血
圧
の
調
節
が
悪
く
な
る

血
圧
は
、
体
の
重
力
に
よ
っ
て

自
然
の
調
節
を
保
っ
て
わ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
寝
て
い
る
と
体
が

平
た
ん
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、

自
然
に
血
液
が
流
れ
ま
す
。
そ
こ

で
脳
が
調
節
の
た
め
の
努
力
を
し

な
く
な
り
、
遂
に
は
調
節
能
力
が

弱
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
体
を
起
こ
し
た

だ
け
で
め
ま
い
が
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
能
力
も
悪
く
、

ふ
ら
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

床
ず
れ
も
で
き
や
す
い

7 
折
角
の
長
寿
の
時
代
で
す
。
生

活
を
工
夫
し
て
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
:
:
:
で
す
。

日
々
の
積
み
重
ね
の
大
切
さ
を

思
い
、
体
を
動
か
し
て
起
き
て
の

生
活
を
営
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

カ婦
人
会
総
会

四
月
十
日
間

一
時
よ
り

-5-

楽
し
い
会
に
計
画
し
て
い
ま

す
。
役
員
さ
ん
は
勿
論
、
会
員

さ
ん
の
多
数
の
ご
出
席
を
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会
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農業で頑張ってます/(2)

相
之
〈
〈
口
で
今
年
も
頑
張
っ
て
、

美
味
し
い
椎
茸
届
け
ま
す
。

‘

佐
伯
重
明
さ
ん
夫
婦

.....2121 老人クラブは桑原指導員さんの手解きで

箕づくりに取りくみました。
とこれは農作業に役立つそ、ミと皆真剣です。.....3/4 とこの町を女性が躍進できる町・魅力ある農業

にするためにミをテ マに川内町農村女性の集いが

あり、川上・三内農協婦人部 ・生活改善グル プ ・

酪農婦人部 ・生活改善協力員が参加して、現在の生
活及び、農業についての問題、女性の役割などを意見

交換し、魅力ある条件について語り合いました。

家
庭
介
護
教
室
が
、
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
健
康

マ

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

一
回
目
は

「寝
た
き
り
者
の
健
康
管
理
」
、

二
回
目
は

「介
護
の
実
習
」
、
三
回
目
は

「自

宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
」
で
、
出
席
者
は
「
ど

の
回
も
実
際
に
役
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。」
と
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

h
F
2
/
幻
川
内
町
一
斉
美
化
清
掃
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

春
を
近
く
に
感
じ
る
日
に
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
で
、
町
内

ど
こ
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

.....3/4痴呆とその予防 ・介護についてと題して愛媛大学保

健管理センタ ーの堀口淳先生の講演がありました。

痴呆というのは、病気でなく状態で、 65歳以上の人で

5 ~ 6 % (20人に 1人)の人がなり、人の手助けが必要

となる人がその内の 2割 (100人に 1人)だそうです。

その予防は、成人病の予防とのお話しに皆熱心に茸を

傾けました。
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2
/行
川
内
中
学
校
の
家
庭
科
ク

ラ
ブ
生
は
、
自
分
達
が
作
っ
た

ゲ
l
ム
や
作
品
を
持
っ
て
保
育

園
を
訪
問
し
、
交
流
し
ま
し
た
。

園
児
は
大
き
い
お
兄
さ
ん
や
、

お
姉
さ
ん
達
と
接
す
る
機
会
が

あ
ま
り
な
く
、
と
て
も
喜
ん
で

手
作
り
ゲ
l
ム
に
歓
声
を
上
げ

た
り
、
だ
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た

り
大
は
し
ゃ
ぎ
、
中
学
生
も
園

児
の
喜
び
に
大
満
足
、
優
し
く

接
し
て
い
ま
し
た
。

‘ 

3
/
3
東
日
〈
口
幼

・
小
生
は
、

V

お
別
れ
遠
足
に
表
川
の
清

水
橋
上
流
で
、
飯
ご
う
炊

さ
ん
を
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
児

・
小
学
生
入

り
交
っ
て
班
を
つ
く
り
、

火
を
お
こ
す
の
に
四
苦
八

苦
し
な
が
ら
も
手
助
け
し

て
、
美
味
し
い
カ
レ
ー
を

炊
き
あ
げ
、
皆
で
協
力
し

合
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
ね
。

hv
3
/
2
川
上
幼
稚
園
で
は
、
三
世
代
交

流
カ
レ
l
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。

遠
く
か
ら
か
け
つ
け
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
い
て
、
和
気
あ
い
あ
い
。

...2/22 保育園 ・三恵ホームの交流で、園児達

はおゅうぎ会の歌などを元気よく歌って、

ホームの人達を励ましました。

...3/5西谷小学校では、体験学習として椎茸作り

に取りくみ、日本きのこセンタ一次長 ・棲田

章氏と川内町森林組合長 ・十亀義房氏を招い

て椎茸の説明を受けた後、両氏の指導で椎茸

菌を植えました。成長が楽しみです。

お 行 展 ..6. 開Zコて

フ春越皆及③展⑦園⑥市相トン事⑤試ン実ほず示内 花重 四催期
し さ び フコ 談③ 園ト 容内 ク証場ら き信 月 工の
く ん遊ふ 芸 ラ l コ ②ポ 験 l展、 し 容 整町場 二間

ス花だ、具れパワナ l芸 研ル③示花 パい 口大 十
さごコあザ I Iナ教ツ①花究④趣 イ花の①新 六指字 1九 ア
い家 lい lオ及 l④室花 ト 機 テ 四導林下 五日 イ
。族ナ動ル lぴ ⑤ 苗プの関昧とク電費フIL |セ 月二豆よ ごパ

お l物及 ク パふ 種 参 の t花E施い 五 ン ー)

案 ル揃 ラびシザるとレプ考園 設 花 八 タ 愛 日
い ン資ヨ|さ緑ゼレ展芸の等主白、六|媛県 守U 内 の
で ド材ン とのンゼ 展コの 、め七 ) 
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わが家G愛ド/ι
満 1)歳を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメントを募集します。

コメントには名前・住所・生年月日 -

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まで送って下さい。
忌

(
市
場
)

惣

杉奥
口

原

カ

ナ

工

圭
奈
恵
ち
ゃ
ん

二
女
(
三
月
六
日
生
)

父
・豊
一

母
・ゆ
か
り

食
べ
っ
ぷ
り
が
よ
く
、
見
て
い
で
気

持
ち
が
い
い
ほ
ど
で
す
。
「
時
に
は

ゆ
り
え
姉
ち
ゃ
ん
よ
り

も
沢
山
食
べ
る

ん
だ
己

樹
く
ん

二
男
(
三
月
八
日
生
)

父
・和

美

母

・和
美

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
樹
君
。
天
使
に

も
悪
魔
に
も
な
っ
ち
ゃ
う
お
兄
ち

ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
に

鍛
え
ら
れ
て
大

き
く
な

1

れ
ゲ

ヰ会

原

(
則
之
内
)

佐

竹

貴

裕

く

ん

長
男
(
三
月
三
十

一
日
生
)

父
・浩

母

・晴
美

健
康
で
お
も
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し

い
人
に
育
っ
て
ネ
/

(
槍
皮
)

タ

イ

チ

佐

伯

大

地

く
ん

長
男
(
三
月
二
十
八
日
生
)

父
・哲

也

母

・紀
子

大
き
く
な
れ
よ
/

手
を
つ
な
い
で
二
年

川
内
町
商
工
会
婦
人
部

片

岡

ト

ヨ

子

平
成
三
年
十
一
月
、
商
工
会
婦

人
部
が
発
足
し
た
。

部
員
の
意
識
や
連
帯
の
高
揚
か

ら
誕
生
し
た
の
で
は
な
く
、
町
商

や
県
商
連
の
呼
び
か
け
を
受
け
、

三
十
数
名
で
ス
タ
ー
ト
。
県
下
で

は
ゴ
ル
フ
で
言
う
プ

l
ピ
l
賞
同

様
で
あ
っ
た
:
:
:
と
か
。

町
内
で
は
多
業
種
の
届
舗
が
そ

ろ
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
大
半
は

中
小
の
構
え
で
、
女
性
は
経
営
陣

に
加
わ
っ
て
業
務
を
支
え
重
責
に

あ
り
、
家
庭
と
の
両
立
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
歩
み
出

し
た
会
は
、
初
年
度
事
務
局
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
試
行
錯

誤
の
活
動
で
あ
っ
た
。
二
年
目
の

五
年
度
は
、
役
員
が
公
平
に
役
割

を
分
担
し
て
個
々
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
事
業
部

・
文
化

部

・
体
育
部

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
部
の
四
部
門
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
二
名
ず
つ
が
担
当
し
て
い
る
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
中
予
ブ
ロ
ッ

， 

ク
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・バ
レ

ー

ボ
ー
ル
大
会
で
連
続
大
敗
し
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
週
一
回

二
時
間
の
練
習
を
開
始
し
た
。

そ
の
結
果
、
技
量
と
と
も
に
部

員
相
互
の
親
睦
が

一
段
と
深
ま
り
、

他
部
門
と
の
連
携
も
密
に
な
っ
た
。

県
内
外
の
先
進
地
研
修
、
講
演

会
、
交
流
会
、
夏
祭
り
出
庖
な
ど

の
年
間
行
事
は
、
心
も
と
無
い
足

ど
り
だ
が
確
か
な
足
跡
を
残
し
つ

つ
あ
る
。

と
か
く
多
忙
な
日
々
、
疲
労
や

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
が
ち
な
の
を
、

白
球
を
追
い
健
や
か
に
汗
を
流
し

て
、
ス
ト
レ
ス
解
消
し
、
楽
し
い
仲

間
マ
つ
く
り
の
波
紋
を
広
げ
た
い
。

わ
気
軽
に
輪
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

8-

景
重上 告
さ砂 えと

表42器
きをいき屈を
さご長願
宣 之 つ
場 lIi1て
/ 



hv卒
業
式
を
間
近
に
ひ
か
え
、
学
校
や

サ
ー
ク
ル
・
部
活
で
そ
れ
ぞ
れ
お
別

れ
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
年
生
に
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
、
感
謝
を
こ
め
て
、
シ
ュ
ー
ク
リ

ー
ム
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
ま
す
。

2

/幻
納
税
組
合
長
会
で
、
原
区
と

下
之
町
区
の
納
税
組
合
が
、
多
年
に

わ
た
り
町
税
を
完
納
し
た
と
し
て
、

町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

4
れ
ま
し
た
。

2/13 第2回川内町駅伝競走大会は、雪解け道砂
を川内・重信のスポーツ少年団・中学の部活
チームカ昔、参加して、 1チーム10人で、 1人2.1
キロを力走しました。

区分 優 1警 準 優 勝 第{立

小字生 川上サソカー
川上ソフト A 東谷ソフト

男子 6年

小学生 川上ミニパス
拝志スポ少

川上ミニパス
女 子 A B 

男中学生子 川中サッカー 川中野球 部 川中陸 上 部

中学生 ハスケ y 卜 川陸中 川中
女子 ガール S 上部女子 バレ一部女子

第
十
四
回

会
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

二
月
二
十
七
日
川
上
小
学
校
体
育

館
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
愛
好
家
が

家
族
の
応
援
を
受
け
、
会
長
杯
を
め

ざ
し
て
、
熱
気
の
あ
る
試
合
を
し
ま

し
た
。会長杯結果

順位 男 子 女 子

優勝 M . K . E 川内クラブ

準優勝 フライターケス 南方東部

ポンキ yキズ

三位 十 全

グリーンタウン

サ
ー
ク
ル
紹
介

俳
句
会

「
毎
日
を
楽
し
く
生
き
て
ゆ

こ
う
」昭

和
四
十
年
婦
人
会
幹
部
の

人
な
ど
に
よ

っ
て
、
長
ら
く
息

を
ひ
そ
め
て
い
た
「
川
内
の
俳

句
」
が
目
を
覚
ま
し
た
。

そ
の
後
約
三
十
年
、
文
化
協

会
は
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
後
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

俳
句
を
作
る
と
い
う
こ
と
は

そ
ん
な
に
む
つ
か
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
季
語
を
入
れ

・て
五
・
七

・
五
に
、
見
た
こ
と

感
じ
た
こ
と
を
表
現
す
る
だ
け

--a・・・''

内

吟

社

で
す
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
人

の
生
き
ざ
ま
が
出
て
く
る
は
ず

だ
し
、
そ
れ
が
そ
の
人
そ
の
人

の
生
き
て
来
た
記
録
に
な
る
も

の
で
す
。

毎
月
第

一
日
曜
日
の
午
後
一

時
よ
り
俳
句
会
を
聞
き
ま
す
。

や
っ
て
い
る
う
ち
に
そ
の
句
会

が
待
ち
遠
し
く
な
る
し
、
楽
し

み
に
な
る
も
の
で
す
。

年
に

一
回
位
は
俳
句
を
作
る

為
に
旅
行
二
泊
く
ら
い
)
も

し
ま
す
。
そ
の
吟
行
も
愉
快
な

行
事
の

一
つ
で
す
。

巨
星
塔
先
生
は
俳
句
作
り
は

人
作
り
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

俳
句
を
作
る
こ
と
は
、
人
と

の
交
り
の
中
か
ら
生
き
甲
斐
を

見
つ
け
、
自
分
の
生
き
て
き
た

こ
と
の
証
と
も
な
り
ま
す
。

見
る
こ
と
聞
く
こ
と
、
興
味

を
持
っ
て
見
ょ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

川

内

町

和

田

丸

池

川

蝿

谷

合
六
六
|
三
六

O
八

有

線

コ

二
七
四

川
内
町
文
化
協
会

~9 一



唖
変
電
所
の
見
学

私
の
住
む
川
内
町
則
之
内
に
、

四
国
電
力
伊
方
発
電
所
か
ら
送
電

す
る
、
川
内
変
電
所
が
完
成
し
ま

し
た
。
ェ
、
不
ル
ギ

i
の

一
つ
「
電

気
」
そ
れ
は
社
会
経
済
活
動
の
基

盤
と
な
る
も
の
。
発
電
所
で
使
用

す
る
核
燃
料
を
め
ぐ
っ
て
は
、
賛

否
両
論
が
あ
り
「
原
発
」
は
事
故
・

地
震
な
ど
に
よ
る
放
射
能
放
出
の

危
険
性
が
あ
る
の
で
住
民
の
人
格

権
や
環
境
を
侵
害
す
る
と
し
て
、

地
元
住
民
や
周
辺
地
域
と
の
紛
争

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ
に

よ
っ
て
報
道
さ
れ
て
国
民
の
関
心

も
高
い
。

そ
の
反
面
、
発
電
所
か
ら
送
る

交
流
電
圧
を
昇
降
さ
せ
、
ま
た
、

交
流
を
直
流
に
整
流
し
た
り
、
周

波
数
を
変
換
し
た
り
し
て
、
オ
フ

ィ
ス
・
工
場
・
各
家
庭
に
安
定
的

に
供
給
す
る
施
設
の
変
電
所
は
、

忘
れ
が
ち
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
思
い
も
あ
っ
て
、
変
電
所

の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

頃
か
ら
、
一
度
は
見
学
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

は
か
ら
ず
も
今
回
、
変
電
所
側

の
呼
び
か
け
で
、
区
長
さ
ん
を
初

め
地
元
住
民
二
十
二
名
で
二
月
十

日
に
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

品
己
土
品
?
し
か
~
。

当
日
は
北
西
の
風
が
そ
れ
は
強

く
案
、
い
日
で
し
た
。
午
前
十
時
、

所
長
さ
ん
を
初
め
職
員
の
丁
寧
な

出
迎
え
と
親
切
な
ご
案
内
で
会
議

室
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
所
長

さ
ん
・
幹
部
職
員
の
紹
介
が
あ
っ

て
か
ら
、
所
長
さ
ん
が
パ
、
不
ル
と

ビ
デ
オ
に
よ
る
施
設
全
体
の
説
明

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
着
工
。
面
積

七
九
、

0
0
0
2
m
。
伊
方
発
電
所

か
ら
送
電
す
る
五
十
万
ボ
ル
ト
。

四
国
中
央
幹
線
変
電
所
で
あ
っ
て
、

需
要
の
多
い
瀬
戸
内
側
を
東
西
に

結
ぶ
四
国
初
の
電
力
輸
送
施
設
。

平
成
五
年
十

一
月
完
成
で
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
続
い
て
所

長
さ
ん
と
係
の
職
員
で
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
を
見
学
し
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

運
転
保
守
支
援
シ
ス
テ
ム
(
セ

ン
サ
ー
技
術
を
駆
使
し
て
設
備
の

状
況
を
常
時
診
断
、
異
状
を
早
く

発
見
し
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
万

一
事
故
の
場
合
に
は
保
守
員
に
対

し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
し
早
期

復
旧
)
o

耐
震
設
計
(
震
度
六
に

も
十
分
耐
え
る
)
。
防
音
(
夜
間

四
十
五
ホ
ン
以
下
)
。
防
災
事
故

表
示
盤
(
事
故
や
異
常
が
発
生
し

た
場
合
状
況
が
早
く
つ
か
め
る
よ

う
に
分
か
り
ゃ
す
く
表
示
)
。
気

象
盤
(
台
風
か
ら
の
注
意
報
、
警

報
、
雷
の
発
生
を
表
示
)
。
異
動

点
検
ロ
ボ
ッ
ト
。
本
社
と
の
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
。
い
づ
れ
も
ハ

イ
テ
ク
の
技
術
を
駆
使
し
た
も
の

ば
か
り
で
、
た
だ
驚
く
ば
か
り
で

あ
り
ま
し
た
。
特
に
系
統
盤
制
御

室
で
は
松
山
地
域
を
初
め
四
国
全

域
の
安
定
供
給
状
況
を
画
面
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
目

を
引
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夏
は
冷
房
、
冬
は
暖

房
一
の
電
力
消
費
の
パ
ニ
ッ
ク
を
防

止
す
る
た
め
に
安
定
し
た
電
力
の

供
給
に
携
わ
る
職
員
は
二
十
四
時

間
の
勤
務
態
勢
で
あ
っ
て
本
当
に

ご
苦
労
で
あ
り
ま
す
。
再
び
会
議

室
に
戻
っ
て
、
質
疑
応
答
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
的
な
製
造
工
場
の
見
学
と

違
っ
て
、
目
に
見
え
な
い
「
ガ
ス

絶
縁
変
電
所
」
と
言
う
特
殊
な
施

設
で
あ
り
、
専
門
知
識
と
専
門
用

語
が
必
要
な
た
め
見
学
者
か
ら
の

質
問
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
も
周

辺
の
環
境
整
備
と
し
て
植
樹
と
、

雷
や
台
風
な
ど
の
事
故
防
止
に
つ

い
て
お
願
い
す
る
と
共
に
、
見
学

中
に
真
撃
な
態
度
で
接
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
お
札
を
申

し
上
げ
て
解
散
し
ま
し
た
。

見
学
が
終
わ
っ
て
、
さ
て
、
電

気
と
は
。
た
い
て
い
の
人
が
物
を

持
ち
、
物
と
言
う
言
葉
を
使
っ
て

い
る
。
物
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
改

ま
っ
て
聞
か
れ
る
と
正
確
な
答
え

を
だ
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

?
し
+
ま
弓
ノ
。

米
、
し
よ
う
ゆ
の
よ
う
に
容
器

に
よ
っ
て
形
を
整
え
る
物
。
ミ
シ

ン
の
よ
う
に
固
形
的
な
物
。
建
物

の
よ
う
に
比
較
的
固
定
し
た
物
。

川
の
よ
う
に
流
れ
る
物
。
電
気
や

ガ
ス
の
よ
う
に
子
に
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
物
。
等
々
数
え
上
げ
て

ゆ
け
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
様
々
な

物
が
あ
る
。
結
局
、
有
体
物
を
い

う
こ
と
に
な
る
。
有
体
物
は
、
固

体
、
液
体
、
気
体
、
こ
の
う
ち
液

体
と
気
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
で
は
管
理
支
配
で
き
な
い
の
で

一
升
ビ
ン
や
ボ
ン
ベ
等
の
容
器
に

入
っ
て
い
る
場
合
に
有
体
物
と
し

て
扱
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
特
許
権

や
著
作
権
の
よ
う
な
権
利
や
、
電

気
の
よ
う
な
有
体
物
で
な
い
存
在

は
民
法
上
の
物
で
は
な
い
。
た
だ

し
、
電
気
に
つ
い
て
は
物
に
含
め

る
べ
き
だ
と
い
う
説
も
有
力
で
あ

る
。
刑
法
上
窃
盗
罪
の
適
用
に
つ

い
て
は
財
物
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

計
量
単
位
に
つ
い
て
は
計
量
法
で
、

ま
た
、
供
給
に
つ
い
て
は
公
益
性

が
高
い
の
で
事
業
規
制
等
が
行
わ

れ
て
い
る
。

企
業
と
地
元
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
で
あ
り
ま

す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
企
業
の
信

頼
は
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
よ
う
に

変
電
所
側
の
呼
び
掛
け
で
実
現
し

た
見
学
は
時
宜
を
え
た
物
で
あ
り

自
画
自
賛
の
よ
う
で
す
が
、
非
常

に
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

奇
し
く
も
当
夜
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ

ー
ス
と
翌
朝
の
新
聞
で
、
四
国
電

力
松
山
支
屈
は
県
内
の
冬
場
最
大

電
力
需
要
を
更
新

一
二
四

・
七
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
記
録
と
発
表
し
て

い
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
「
電
気
」
を
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
六
年
二
月
十
日

永

野

高

須

賀

ハ
リ

鶴

雄
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歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

の
配
分
に
つ
い
て

昨
年
末
に
婦
人
会
役
員
さ
ん
、

区
長
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
住
民

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
は
、

百
十
六
万
一

千
余
円
の
多
き
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
配
分
は
次
の
と
お
り
と
い
た

し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
、
さ
い

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

区 分 施設 在宅 計 金 額

母 子 家庭 13 13 52，000円

障害者(児) 16 89 105 420，000円

独居老人 99 99 396，000円

長期療養者 41 19 60 240，000円

その他 46 46 184，000円

生活困窮者 11 11 44，000円

言十 103 231 334 1，336，000円

なお、 174，736円は「まごころ吉良11'J から令市士員;しました。

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
の
ご
厚
志

本
年
度
第
四
・
四
半
期
に
次
の

と
お
り

「福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
多
額
の
ご
厚
志
が

ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
預
託
い
た
だ
い
た
方
々
の

わ
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

戒

能

俊

也

様

(
故
戒
野
ト
モ
ヨ
様
思
明
け
)

武

智

洋

一
様

(
故
武
智
悦
朗
様
忌
明
け
)

菅

野

務

様

(
故
菅
野
鹿
恵
様
忌
明
け
)

渡

部

政

子

様

(
故
渡
部
繁
夫
様
忌
明
け
)

高

須

優

様

(
故
高
須
政
代
様
忌
明
け
)

大

野

教

男
様

(
故
大
野
義
明
様
忌
明
け
)

森

通

香

様

(
な
か
よ
し
母
親
ク
ラ
ブ
)

大
石
ト
ミ
子
様

ガ
リ
ラ
ヤ
荘
様

友
近
サ
ツ
キ
様

川
内
町
婦
人
会
様

「子
ど
も
の
日
」
記
念

全
国

一
斉
無
料
法
律
相
談

こ
ど
も
の
人
権

一一

O
香

日
本
弁
護
士
連
合
会

・
愛
媛
弁

護
士
会
で
は

「
子
ど
も
の
日
」
を

記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
無
料
法

律
電
話
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
に

介。

ηノ
土

4
m
r
u
h
~
。

日
時
五
月
九
日
(
月
)

午
後
三
時
1
午
後
六
時

場

所

松

山

市

一
番
町
四
丁
目

一
ー
五
一
誠
ピ
ル
五
階

愛
媛
弁
護
士
会

直
通
電
話
三
二
|
=
二
二
一

O

相

談

料

無

料

主

催

愛

媛

弁

護

士

会

相
談
内
容
体
罰
、
い
じ
め
、
登

校
拒
否
、
障
害
と
教
育
、
学
校

事
故
、
校
則
、
退
学
処
分
、
停

学
、
謹
慎
、
家
庭
内
暴
力
、
少

年
事
件
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
弁
護
士
が
相

談
に
の
り
ま
す
。
(
秘
密
厳
守
)

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ
行
か
れ
で
も
結
構

で
す
。

下
古
市

北
梅
本
町

中
之
町

則
之
内

吉

久

旦
之
上

市

場
和
田
丸

下
之
町

由

里森

横
灘
団
地

下
之
町

下

沖
井
内
下

市

場

図
書
寄
贈
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
図
書
室
に
、

A
7

年
度
も
多
く
の
方
々
よ
り
蔵
書

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
寄
贈
者
)

佐満岡今 菅 山
伯 白 井野下

建
子
様

耕
一
様

清
美
様

和
幸
様

武
督
様

力
様

コ
一
軒
屋

天

神

滑
川
上

保

免
上
之
町

宮

東

渡

部

三

男

様

江

戸

静

子

様

菅
野

正

照

様

佐

伯

裕

子

様

秋
光
喜
久
雄
様

田

中

信

敦

様

佐
々
木
岩
雄
様

白

戸

寧

様

酒
井
キ
ヨ
コ
様

和

田

義

雄

様

古

茂

田

弘

様

片
山
カ
ツ
子
様

高
須
賀
明
子
様

高
瀬

文

子

様

宮

内

香

百

様

野

首

恒

明

様

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
室
は
、
土
・
日
曜
日
も

利
用
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。
又
、
読
み
た

い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
受
付
ま

で
お
申
し
出
下
さ
い
。畑制



第

市

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

私
が
考
え
る
「
人
権
」

川
内
中
学
校
三
年

松

本

真

「
人
権
」
っ
て
ど
ん
な
も
の
で

す
か
?
な
ど
と
問
わ
れ
た
ら
少
し

仰
々
し
す
ぎ
て
答
え
ら
れ
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
な

り
に
言
え
ば
、
人
聞
が
誰
か
ら
も

何
か
ら
も
縛
ら
れ
ず
、
自
分
な
り

の
生
き
方
で
人
生
を
歩
め
る
、
人

が
人
ら
し
く
幸
せ
に
な
る
た
め

の
権
利
。
も
っ
と
言
っ
て
み
れ
ば
、

大
変
有
難
い
権
利
だ
と
私
は
思
う

の
で
す
。

「
人
権
」
が
守
ら
れ
て
い
な
い

も
の
と
し
て
よ
く

「
差
別
」
が
と

り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

「差
別
」

と
い
う
も
の
は
自
分
が
さ
れ
る
の

は
嫌
な
の
に
、
人
に
は
平
気
で
、

又
は
無
意
識
に
し
て
し
ま
っ
た
り

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
く
せ
、
他

か
ら
差
別
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
り
す
る
と
認
め
た
く
な

く
て
、
自
分
を
ど
う
に
か
正
当
化

-e 

人
権
作
文

E里

し
よ
う
と
し
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
い

い
が
か
り
を
つ
け
よ
う
と
し
ま
す
。

又
は
、
そ
う
思
う
の
が
多
勢
だ
っ

た
場
合
に
は
、
周
り
を
ま
き
こ
ん

で
自
分
達
は
正
し
い
の
だ
と
思
い

こ
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
、

と
思
い
ま
す
。

人
は
例
え
誰
で
も
、
人
よ
り
優

位
に
立
っ
て
い
た
い
、
人
に
負
け

る
の
は
い
や
、
だ
、
一
番
に
な
り
た

い
な
ど
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
又
、
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
あ
き
ら
め
が
早
い
、
向

上
心
の
欠
け
た
や
る
気
の
な
い
人

間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
う
い
う
も
の
が
醜
い
方
向

へ
と
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

中
品
、「

あ
い
つ
は
俺
よ
り

O
Oが
劣
っ

て
い
る
。
俺
は
あ
い
つ
よ
り
偉
い

ん
疋
己
と
か
、

「
私
は
あ
ん
ま
り
美
人
で
は
な
い

け
ど
、
あ
の
人
よ
り
は
ま
し
よ

ね己
な
ど
と
い
う
、
人
よ
り
劣
り
た
く

な
い
た
め
に
自
分
を
守
ろ
う
と
、

い
っ
て
み
れ
ば
保
身
の
た
め
に
自

分
よ
り
劣
っ
て
い
る
人
を
見
つ
け

て
安
心
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。
又
は
、
は
っ
き
り
と
し

た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
無

意
識
の
う
ち
に
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん

で
い
き
、
あ
か
る
み
に
出
て
い
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
が
「
差
別
」
だ

と
私
は
思
う
の
で
す
。
一
対
一
で

ち
性
質
の
悪
い
も
の
が
、
そ
の
上

に
大
体
が
群
れ
た
が
り
、
前
に
も

書
い
た
よ
う
に
周
り
を
ま
き
こ
ん

で
よ
り
一
層
、
悪
い
も
の
へ
と
変

え
て
い
き
ま
す
。
周
り
の
人
も
止

め
た
り
注
意
で
き
れ
ば
よ
い
の
で

す
が
、
複
雑
な
感
情
か
ら
で
き
な

い
の
で
す
。
例
え
ば
、

「
そ
の
人
と
の
間
柄
が
悪
く
な
る

と
気
ま
ず
く
な
る
か
ら
嫌
だ
己

「
下
手
し
た
ら
、
自
分
が
次
に
に

ら
ま
れ
る
か
も
己

「偽
善
者
ぶ
っ
て
、
良
い
子
ち
ゃ

ん
ぶ
っ
て
な
ん
て
言
わ
れ
て
ま
で

注
意
な
ん
で
し
た
く
な
い
や
己

「
め
ん
ど
う
く
さ
い
こ
と
や
、
い

や
な
こ
と
に
無
理
し
て
ま
で
首
を

つ
っ
こ
ま
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な

い
か
ヰ

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
も
の
か
ら
、
多
く
の
人
が

そ
の
場
を
見
過
ご
し
、
た
だ
の
傍

観
者
側
へ
と
ま
わ
っ
て
い
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

も
と
に
も
ど
り
ま
す
。
人
権
と

は
全
て
の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ

た
権
利
で
す
。
民
主
主
義
の
世
の

中
で
自
分
は
人
を
傷
つ
け
る
け
れ

ど
、
人
に
は
傷
つ
け
て
ほ
し
く
な

い
。
な
ど
と
い
う
言
い
分
が
果
し

て
、
ま
か
り
通
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
の
は
、
た
だ
の
エ
ゴ
イ
、
ス

ム
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
理
想
め
い

た
言
い
分
と
現
実
と
で
は
、
や
は

り
か
み
合
わ
ぬ
と
こ
ろ
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
言
っ
た
と

こ
ろ
で
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
感

情
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
そ
こ
で
少
し
考
え
方
を
変
え

て
み
て
下
さ
い
。

「
こ
の
人
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は

す
ご
く
嫌
だ
。
で
も
良
い
と
こ
ろ

だ
っ
て
あ
る
。
自
分
よ
り
優
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
4

と
考
え
て
み
れ
ば
、
差
別
し
よ
う

と
す
る
心
も
少
し
は
消
え
去
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

良
い
と
こ
ろ
な
ど
無
い
と
思
う
な

ら
、
見
つ
け
て
み
よ
う
と
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

差
別
し
て
い
て
、

人
を
卑
下
し

... 

て
、
本
当
に
心
か
ら
楽
し
い
と
思
う

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
あ
あ
、
い

い
思
い
出
だ
っ
た
な
と
思
う
こ
と

が
果
し
て
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
「
み
ん
な
楽
し
く
、
み

ん
な
平
等
」
が
理
想
の
図
だ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
れ
に
一
歩
で
も
近

付

い
て
行
こ
う
と
す
る
、
そ
れ
が

本
当
の
前
向
き
な
姿
勢
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
に
八
つ
当
た
り

を
し
て
、
自
分
は
そ
れ
を
忘
れ
て

し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
は

少
し
違
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

民
主
主
義
と
は
個
性
と
自
由
を

重
視
十
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
本
当
は
「
人
権
」
な
ど
と

い
う
言
葉
や
意
味
合
い
の
も
の
が

な
く
て
も
、
み
ん
な
平
等
で
楽
し

く
暮
せ
れ
ば
、
そ
れ
が
一
番

「理

想
」
の
図
な
の
で
す
。
し
か
し
、

様
々
な
考
え
方
、
感
情
、
気
分
に

よ
り
人
と
人
と
が
互
い
に
か
み
合

わ
な
か
っ
た
り
、
体
力
的
や
色
々

な
面
で
も
個
人
で
は

「差
」
が
で

で
き
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ

そ
「
人
権
」
と
は
、
本
来
は
み
ん

な
自
由
で
平
等
で
あ
る
べ
き
な
ん

だ
よ
と
理
想
の
形
で
表
わ
し
て
い

る
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
自
分
達
が
過
ご
し
ゃ
す
い
、

み
な
が
楽
し
く
人
生
を
歩
め
る
た

め
に
も
理
想
の
形
で
あ
る
人
権
を

守

つ
で
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

-12← 



税
の

おはなし

固
定
資
産
の

評
価
替
え
に
つ
い
て

平
成
六
年
度
は
、
固
定
資
産
の

評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
す
る

固
定
資
産
税
は
、
三
年
ご
と
の
基

準
年
度
に
限
っ
て
評
価
替
え
が
行

わ
れ
、
土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
は
、
こ
の
基
準
年
度

に
あ
た
る
た
め
、
三
年
ぶ
り
に
評

価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

土
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
が
一
不
す
地
価
公
示
価
格
や
売

買
実
例
価
格
な
ど
、
地
価
の
動
向

を
考
慮
し
な
が
ら
近
隣
町
村
の
均

衡
を
と
り
、
宅
地
に
お
い
て
は
、

土
地
基
本
法
第
十
六
条
等
の
趣
旨

に
よ
り
、
地
価
公
示
価
格
の

7
割

程
度
と
し
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
鑑
定
評
価
導
入
を
行
っ
て
、
評

価
の
均
衡
化

・
適
正
化
を
図
り
、

愛
媛
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会
を

経
て
川
内
町
の
地
目
別
基
準
地
価

格
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
町

内
の
標
準
地
ご
と
の
価
格
を
決
定

?
し
土
品

T
U

七~。

こ
の
結
果
、

土
地
の
評
価
額
は

平
均
で
宅
地
が
五

・
八
七
倍
、
農

地
は
田
が

一
・
O
二
倍
、
畑
一

-

O
一
五
倍
、
山
林
は
据
置
き
と
な

り
ま
し
た
。

な
わ
、
土
地
の
評
価
の
上
昇
が

急
激
な
税
負
担
の
増
加
を
も
た
ら

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
総
合
的

で
適
切
な
調
整
措
置
を
講
じ
て
、

全
体
と
し
て
の
税
負
担
の
増
加
を

極
力
抑
制
し
て
い
ま
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
家
屋
の
耐

用
年
数
の
短
縮
、
そ
れ
に
伴
な
っ

て
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋

の
3
%
減
価
又
、
住
宅

・
ア
パ
ー

ト
の
初
期
減
価
の
引
下
げ

(
0
・

9
↓
0

・
8
)
等
の
減
価
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
評
価
額
に
つ
い
て
は

法
律
の
改
正
に
よ
り
四
月

一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
問
、
縦
覧
に
供

す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

川
内
町
の
各
地
目
別
基
準
地
価

格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈宅
地
〉
南
方
川
上
下
の
町
バ
ス
停

付
近

一
2m
当
た
り
六
六
、
君
。
円

〈
田
〉
北
方
甲
二
五
八
番
付
近

千
2m
当
た
り
一
二
豆
、
君
。
円

〈
畑
〉
松
瀬
川
甲

一
八
五
番
一
付

近干
2m
当
た
り
豆
、
四
C
D
円

〈山
林
〉
河
之
内
乙

一
六
七

O
番

一

三
六
付
近

千
zm
当
た
り

二

c
d
o
c
円

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
四

月
一
日
よ
り
四
月
二
十
日
(
予
定
)

ま
で
の
問
、
役
場
税
務
課
に
お
い

て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
ご
自
分
の
土
地
や

建
物
の
価
格
を
お
確
か
め
に
な
り

た
い
方
は
、
期
間
中
無
料
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
こ

し
下
さ
い
。

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
を
希
望
す
る
女
性
を
対

象
に
、
就
労
に
必
要
な
技
術
及
び

知
識
の
習
得
を
図
る
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

科

目

ワ

ー
プ
ロ
(
日
商
検
定

三
級
)

期

間

五
月
九
日
(
月
)
か
ら

六
月
二
十
二
日
(
水
)
ま
で
の

聞
の
二
十
一
日
間

毎
日
九
時
三
十
分
か
ら
十
五
時

三
十
分
ま
で

会

場

松

山

市

山

越

町

四

五

O

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

定

員

三

O
名

受
講
料
無
料
(
教
材
費

一
部
自

己
負
担
)

申

込

締

切

四

月
二
十
五
日
(
月
)

二
十
六
日
(
日
)
の
二
日
間

申
込
方
法
印
鑑
持
参
の
う
え

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

含
二
三
1

二
二

O
一

瓦
働
時
間
制
度
改
正

平
成
六
年
四
月
か
ら
、
一
週
間

の
法
定
労
働
時
聞
が
原
則
四
十
時

間
と
な
り
、
休
日
の
割
増
賃
金
率

が
一二
十
五
%
以
上
と
な
る
等
、
労

働
時
間
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
法
定
労
働
時
聞
は
、
週
四
十
時

間
と
な
り
ま
す
。

②
規
模
十
人
未
満
の
商
業

・
サ
ー

ビ
ス
業
の
法
定
労
働
時
間
に
つ

い
て
は
週
四
十
六
時
間
、
一
日

八
時
間
と
な
り
ま
す
。

③
三
カ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
が
改
正
さ
れ
、

一
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
が
一
定
の
要

件
の
下
に
、
採
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

④
法
定
休
日
の
割
増
賃
金
率
が
三
一

割
五
分
以
上
の
率
と
な
り
ま
す
。

⑤
年
次
有
給
休
暇
の
継
続
勤
務
要

件
が

一
年
か
ら
六
か
月
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。

⑥
林
業
に
つ
い
て
労
働
時
間
、
休

憩
及
び
休
日
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
労
働
基
準

局
又
は
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。
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のなんみ
音すいJti-で守ろう

国保は助けあいの保険

こんなときには届出を ノ

異動のあった日から14日以内に

こんなときには局け出を 持参する もの

イ国呆
他市区町村から転入しできたとき 印かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき 印かん、健康保険の離脱証明書
入
る 生活保護を受けなくなったと き 印かん、保護廃止決定通知書
と
き 子供が生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳

国 他市区町村へ転出してきたとき 印かん、保険証
fを呆

f也の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証
や
め

生活保護を受けること にな ったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書る
と

死亡したとき 印かん、保険証、死亡を証明するものき

退職者医療制度に該当したとき 印かん、保険証、年金証書

そ |退職者医療制度に該当しなくなった
印かん、保険証

のとき

イ也
住所、世帯主、氏名なとが変わった

印かん、保険証とき

。〉 保険証をなくしたり、よこれで使え 印かん、使えなくなった保険証、身分
なくなったとき を証明するもの

と i宿伝手のため子供が他の市区町村に下

き するとき 印かん、保険証、在学証明書

長期旅行等で別個の保険証がほしい
~p かん、保険証

L__ 
とき

-届出は、

圃

司
回

配

m

Em 

有
利
で
便
利
な
前
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
し
ま
し
ょ
う

平
成
六
年
四
月
か
ら
国
民
年
金

の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
料
は
、
一
カ
月
八
万

が

一
万
一
千
百
円
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
毎
月

納
め
る
方
法
の
ほ
か
に
、
一
年
分

(
今
年
の
四
月
か
ら
翌
年
の
三
月

分
ま
で
)
を
ま
と
め
て
納
め
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
を
「
前

納
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
「
前
納
」
制
度
を
利
用
さ

れ
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利

な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
保
険
料
も
割

引
さ
れ
て
大
変
お
得
で
す
。

国
民
年
金
は
、
個
人
年
金
と
異

な
り
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営

す
る
制
度
で
す
の
で
、
毎
年
の
物

価
上
昇
に
見
合
っ
た
年
金
額
の
引

き
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
受
け
取
る
年
金
の
価
値

を
現
在
・
将
来
に
渡
り
維
持
し
て

行
き
ま
す
。
今
年
の
年
金
額
・
保

険
料
の
改
定
は
、
物
価
上
昇
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す。

-14一

毎月納めた場合と前納した場合の保険料比較表

毎月納めた場合 I'JIj納した場合 割引額

定額保険料
{11 ，100円X12ヶ月 l

129，990円 3，210円133，200円 … 
定額保険料 {(11，100十400)円x12ヶ月}

134，670円 3，330円十
138，000円 … 付加保険料

これだけ、お得です。



犬を飼っている方は、必ず

登録と狂犬病予防注射をFF
ご家庭で飼われている犬は、毎年 l回の登録と狂犬病予防注射を受けなければなりませ

ん。今年も 4月19日(火)から 22日(金)まで、下記の日程で地区巡回を行います。

犬を飼われている方は、登録と注射をあ、近くの場所で受けてください O

料 金(予定) 4，770円(登録料 2，200円、注射料 2，570円)
程]

4月19日(火) 4月20日(水) 4月21日(木) 4月22日(金)

9・2Cト ムム ぺ7認可5 横灘団地公民館 9:30 9出天神住宅 9:40~ 同「← 川月1) 9:45 川内保育園月日 9:50 旧電話中継所

9:50 
中ノ町集会所 10:20 

前松瀬川公民館
9・:55

西組青年会館 9:55 
南方西部公民館10:05 10:30 10: 10 10: 10 

10: 1 0 
町西 公 民館

10:35 原集会所 10: 15 
揚 神 社

10:20 
北八万集会所10・30 10:40 10:25 10:40 

10:35~ 
高須賀薬居前

10:45~ 
鳥/子集会所

10: 30~ 
束中村集会所 10:45 

大西燃料百北側10:45 10:50 10:40 11:10 

10:55~ 
南方東公民館

11 :OO~ 
三軒屋橋

10:45~ 
北方東部公民館

11・15---
西中村集会所11 :05 11 :10 11: 15 11 :35 

11 :1O~ 
板 戸 集 会所

11: 15~ 
三事干屋上ノfス停

11 :20~ 
上海上ノfス停

11 ・ 40~ ] A川上農協11 :20 11: 20 11 :25 12:00 

11:25~ 
向井川 橋

11 :25~ 
奥松瀬川公民館

11 ・ 30~ F海上集会所
13:00~ 

J則品之泉内集荷青場果前11 :45 Jl :40 11・45 13:20 

11 :50 ~ 
高木集会所

11 :45~ 
五 柱 神 社

11 :50~ 
西古市集会所 13:25 則之内集会所12:00 11 :50 12:00 13:40 

13:10~ 
土谷札場

11 :55---
川筋木炭庫

13:00~ 
和田丸集会所

13:45 
永野集会所13:20 12:00 13: 15 13:55 

13:25~ 
土谷公民館 13 :00一 徳吉村上商后

13:20~ 
西谷小学校

14:00~ ] A三内農協13:40 13: 15 13・30 14:25 

13:45~ 
落

13:20~ 
音田杉原商!古

13:45~ 
井内公民館

14:30~ 
健康センター13:50 13:30 13:55 15:00 

13:55~ 
弥助 IJ文下

13:35~ザ
河之内公民館

14 :05~ 
井内西集会所14:00 13:50 14・15

14:05~ 
親F 入 口

13:55~ 
狩場バス停留所

11:25~ 北間ノf スイ亭
14: 10 11:10 14:35 

14:15~ 
滑 )11消防詰所

14:15~ 
白猪屋商庖

14:40~ 

川点集会所 ~(Jマ小ーi屯えJ量章一一一一一F一-、14:25 14:25 14:45 

14:30--
梅薮杉原商庖

14:30~ 大屋敷 11:50~ 

昔日宅5311:40 14:40 i!I)i長 憲 男 主 上 15:00 

14:50~ 
海上車庫

14:45~ 
日 浦 集 会 所15:00 15:00 

[日

「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
羽
」

参
加
者
募
集

船
愛
媛
看
護
協
会
で
は
、
看
護

週
間

(
5
月
8
日
i
H
日
)
の
行

事
の
一
環
と
し
て
、
一
般

・
学
生

の
方
で
「
看
護
婦
さ
ん
の
こ
と
を

知
り
た
い
」
、
「
病
院
の
こ
と
を
知

り
た
い
」
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
た
い
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
一
日

看
護
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

マ
松
山
赤
十
字
病
院

5
月
日
日
(
水
)

9
時
却
分

1
日
時

募
集
人
員
叩
名

マ
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

5
月
ロ
日
(
木
)

9
時
却
八
万

1
日
時

募
集
人
員
刊
名

マ
目
立
療
養
所
愛
媛
病
院

5
月
日
日
(
金
)

9
時
却
八
刀

1
日
時

募
集
人
員
日
名

マ
申
込
方
法

電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
・

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
年
齢
・
職

業
(
学
生
は
学
校
名
・
学
年
)
・

電
話
番
号

・
希
望
病
院
名
を
4

月
初
日
(
水
)
ま
で
に
左
記
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
先

〒
7
9
0

松
山
市
道
後
町
2
丁
目
日
の
凶

愛

媛

看

護

協

会

宮
二
三
|
一

二
八
七

一
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
一

4
月
6
日
(
水
)
1
4月
日
日
(
金
)

…

や

さ

し

さ

と

語

ポ

必

間

ゆ

と

り

で

つ

な

ぐ

ぶ

沙

込

弘

無
事
故
の
輪

y

策
特
河
池
山
崩

15-



天 天 下 森 土 O ~ 0 JlI ~ 0 す入 加 )11
神 沖 脱 市(ケ移 (内 ケ加 。 者 二

入内
住 神 住 '人口、 場 旧谷 増田I ;6: 口 の月

宅 -宅Lー・ 退 か五 事え 設社 入 異中 者町

近 高 ρ井つ7、 ら五仙 ( \~ ~耳L 鎌 動の 異有

松 藤 玉 5頁 移 九 j皮番 福 田 は有 動線
田 井 賀 美 転 五 子ロ子 ネ止 次線 の放

車恵 )照変 協 邦 の放 お送
五正=勝五俊=新二子 二夫更 五 議二 雄 と送 知電
八彦二 = コ 八 J¥ 

) 

五会八 お電
ら 話-'-- J¥ 五 七 九 九 七 り話ノ、
せの

九 四 九 九 O で加

4月分予防接 種 の ご 案 内

予防接種名 麻 疹 (はしか) 三種混合予防接種

平成 6年4月14日(木) 平成 6年4月25日(月)

接種目時
午後 3 時~3 時30分 午後 2 時~3 時

※当日、 1歳 6カ月児健診ご案内の方は、

健診時に接種します。
トー
接種場所 健康センタ -2階集団指導室 健康センター 1階集団健診控室

06歳未満で平成 4年10月31日までに生ま 02歳以上 4歳未満で l期 3回接種してい

対象者
れ、麻疹にかかっていない者。 ない者。

01期終了後 1年以上たって 2期接種して

いない 5歳 6カ月未満の者。

O当日は、体温を測ってきてください。 O当日は、体温を測ってきてください。

注意事項 O予防接種をされますと 1カ月聞は他の予 O予防接種をされますと 1週間は他の予防

防接種を受けることができません。 接種を受けることができません。
ト一一
持 参 品 0母子手帳、印鑑 o母子手帳、印鑑

間合わせ先
予防接種に関して、ご不明な点は、健康センタ一保健婦までお問い合わせください。

ft66-2191 有線5833

1 . 'õぇI~ ごみ
4月ごみ収集計画表

電話 66-4989
清掃センター

有線 3130 

収集曜日 ヰ又 集 I議 域 収集 E又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

毎 ーーーーーーー・悼坤停-------
土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし

木 井内

火・金 北方・南方
4月29日(金)を 4月30日(土)に収集

火
----------------------------事ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ーーーー
奥松瀬川

週 前松瀬}Ji(鳥の子を除く)
水・土

町筋(天神を除く)
変更なし

2 ち~1é幸いごみ
収 集 t也 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ収集予定

東沓・西谷(井内を除く)
4月11日(月) 4月25日(月) 年 4 回(，~月、 9 月)

天神・鳥の子・横灘団地 12月、 3月

北方・南方・奥松瀬JII 4月12日(火) 4月26日(金)

前松瀬JlI(鳥の子を除く)
4月13日(水) 4月27日(水)

有資源ごみ収集予定

町筋(天神を除く)
年4回(，5月、 8月)

井内・土昔・滑川 4月14日(木) 4月28日(木) 11月、 2月

く>4月から組大ごみの収集方法が蛮わります.'0

p
h
u
 



表川に4月健康センターだより

鯉のぼりを(センター)

泳がそう.'
(センター)

(センター)

(センター)

リハビリ教室

「腰痛を軽くしよう」

1歳 6カ月児健診(受付13:OO~ 14: 00) 

3 歳児健診(

麻疹予防接種(受付15:00~15:30)

6日(村

14日(ホ)

イシ

. . 

町
で
は
、
表
川
に
鯉
の
ぼ
り
を

泳
が
す
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、

町
民
と
道
ゆ
く
人
々
の
心
を
な
ご

ま
せ
、
併
せ
て
町
の
活
性
化
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
ま

す。
今
年
も
、
四
月
下
旬
か
ら
泳
が

す
予
定
で
す
の
で
、
町
内
の
ご
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
中
央
公
民
館
ま
で

ご
寄
附
く
だ
さ
い
。

(センター)

(センタ ー)

(センター)

こころの健康相談(受付 9:OO~ 12: 00) 

育児相談(受付 9:00~10:00) 

育児 学級( 受付13:OO~ 14:00) 

15日(翁

22 B (火)

(セ ンター)三種混合予防接種(受付14:00~15 :00) 25日(月)

(センター)不用犬買い上げ

卜一一一
毎週月曜日

(センター)

(センター)

(ガリラヤ荘)

健康相談・栄養相談

母子手帳交付・妊婦健康相談

機能回復訓練事業

毎週水曜臼

くぼた内科(北梅本町)

岸本医院(北方)

当番医

3日(日)

電

合 70-0011

ft 66-5670 10日(日) 、グ
ft 66-5011 

ft 64-1234 

愛媛十全医療学院付属病院(南方)

藤石病院(志津川)

山本内科(北方)

17日(日)

24日(日)

ft 66-2066 

合 66-2191

ft 64-5632 (テレホンサービス)

有高泉5833健康センター

救急病院案内

29 B (お

(問い合わせ先)

戸
籍
の
窓

(
二
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

女
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

万7f七、: p玉ムー・ 斉 斉 井 茶 f主
院

三，ll己'-

之 之
内 南

堂 泉 木 木 下
地団 戸庁

門 高 高 佐 高
須

須賀
{呆

田 神 賀 f白 橋
護

禎 隆 章 章 敦 雄
者

夫 Eヨヨ 夫 夫 晃 r台

長 長 長 長
品売

女 男 女 女 男 女
中内

麻 1dHL先二日 実 莱 康 麗
名前

イ右 車南 イ憂 優 平 1刀又、

6 6 6 6 6 6 
生

2 2 2 2 1 1 年月

4 9 1 1 30 25 
日

女
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

礎
訴

ガ 1者 徳 道 t悉 西
カ、、

井 曲 f主

フ 之 古 フ 内
ヤ ヤ

所
ヰ土 窪 三ttコ 向 Ih コ 市 荘 上 里

玉 松 ，子-'- 芦同由 i度 本毎 重 戸回d三 菅
氏

井 本 同口1 里子 音日 山奇 見 里子 里子

喜 正 予斗トイモト タ ヤ セ 卜春 房
ツ ヱ キ フ 四 名

民日 巳 麿 子 子 ヨ ユニ 民日 雄

91 65 78 83 78 82 67 91 64 齢年

6 6 6 6 6 6 6 6 6 死
亡

2 2 2 2 2 2 2 2 2 
年月

23 22 16 15 8 9 8 7 6 日

玉 松 r子i 守 菅 j度 梅 重 芦~ 菅
世

井喜
本 高 里子 部 山奇 見 野 里子

ヤ 卜 帯

正 英
矩男

立三 フ 良 房
自日 己 麿 子 登 二L 夫 t佐 主

η

，，
 1

E
i
 



i
n
ω
K
V附
帯
情
A
Y
伊
噌
明
治
X
明
的
向
A
V明
暗
ゆ
噌
ゆ
め
Y
Wゆ
明
治
L
Y
の
ゆ
必
弘
前
ゐ
v
m
M
X砂
臼
A
V
伊
町
向
正
v
mぬ
v
m唱
例
的
ゐ
Y
旬
ゆ
前
為
市
h
v
m
h
Jり
ゅ
納
品
約
ゐ
紅
白
V
的
“
お
V
伊
前
向
J
V怖
心
Y
ψ
町
向
正
U
A
Vゆ
め
弘
ψ
ゆ
仰
品
百

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
し
っ
か
り
結
ぶ
五
留
守
電
に
か
し
こ
ま
っ
て
る
メ
ツ

つ

の

輪

高

橋

五

陽

セ

|

ジ

高

岡

艶

女

寒
行
の
火
の
粉
戴
き
厄
落
し
一
輪
の
花
に
愛
あ
り
文
添
え
て

平

岡

深

舟

篠

森

美

登

里

留
守
番
を
電
話
に
任
せ
家
を
あ
け
大
寒
に
凍
て
つ
く
よ
う
な
星
が
冴

田

野

岡

田

州

え

高

瀬

喜

撰

亭

宴
会
の
輪
か
ら
外
れ
て
下
戸
一
人

佐
々
木
胡
舟

大
寒
ヘ
掛
声
か
け
て
万
歩
計

山

本

紫

芳

救
急
車
向
こ
う
三
軒
留
守
に
す
る

田

中

若

峯

11111111111111111111111111111111111111111 ， 
~ 

t 

日
J
M
K
吋口町

姉
ち
ゃ
ん
と
奉
ら
れ
て
お
留
守
番

野

中

岳

友

輪
く
ぐ
リ
の
思
い
出
も
あ
リ
鎮
守

さ

ま

山

本

ひ

ろ

志

大
寒
も
子
供
風
の
子
飛
び
跳
ね
る

渡
部
佐
久
良

呼
鈴
へ
居
留
守
キ
メ
込
む
不
精
者

近

藤

十

歩 11111111111111111111111111111111111111111 

寸
川
内
吟
社
ー
」

「

|

|
一一一月
例
会
鯛
谷
選

L

啓
塾
や
踏
み
外
し
た
る
畷
道

渡

部

那

美

散
策
の
足
の
ば
し
け
り
甘
茶
寺

近

藤

千

春

つ
ま
立
ち
に
甘
茶
を
濯
ぐ
園
児
か

な

小

倉

静

波

神
妙
に
悪
童
甘
茶
受
け
に
け
り

戒

能

芙

沙

沈
丁
の
匂
ひ
の
中
に
一
人
住
む

和
田
寿
喜
根

啓
塾
の
に
は
と
り
土
を
か
き
拡
げ

高

瀬

照

幸

樫
芽
吹
く
岬
の
鼻
の
潮
け
む
り

田

中

乃

武

啓
塾
や
軒
に
雀
の
恋
の
歌

大
西

踏
青
や
石
鎚
山
は
雲
の
中

熊
田
慶
一

孫
に
手
を
添
え
て
甘
茶
の
杓
を
と

る

高

須

賀

清

江

啓
塾
や
卵
を
産
ま
ぬ
小
屋
の
鶏

楠

治

子

自
惚
も
少
し
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
の

日

高

須

賀

茅

花

啓
塾
や
遺
跡
見
学
村
の
パ
ス

池

川

水

穂

花
散
る
や
独
吟
独
歩
悔
は
な
し

し

ゃ

く

そ

ん

宮

内

竹

仙

釈
尊
の
産
湯
い
た
Y
く
甘
茶
か
な

中

川

蛍

舟

菱
餅
の
五
段
に
重
ね
三
つ
の
色

近

藤

乙

鳥

手
を
つ
な
ぎ
幼
児
妹
甘
茶
寺

池

川

鯛

谷

律
子

四
月
例
会
ご
案
内

四
月
二
日
目
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室
に
て

〈
題
〉
①
胃
②
W7
ま
い
③
芽
吹
く

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

靴
は
湿
気
を
嫌
い
ま

す
。
特
に
革
製
の
靴
は
¥

湿
気
ガ
多
い
と
力
ビ
ガ

は
え
ま
す
の
で
¥
ゲ
タ

箱
の
湿
気
に
は
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

も
ち
ろ
ん
梅
雨
時

は
要
注
意
。

靴
は
脱
い
で
す
ぐ
ゲ
タ
栢

に
入
れ
ず
に
¥
ぬ
く
も
り
を

冷
ま
し
て
、
湿
気
を
と
っ
て

か
ら
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

:

ょ
う
。
雨
の
中
を
歩
い
疋
靴

摺

は
¥
乾
い
た
布
で
水
気
を
ふ
齢

き
と
り
¥
靴
の
中
に
新
聞
紙
ヲ

を
丸
め
て
入
門
て
お
く
と
湿
ど

気
ガ
よ
く
と
れ
ま
す
。

揃

靴
の
収
納
で
や
っ
か
い
な
め

の
は
¥
靴
に
よ
っ
て
サ
イ
ス

E

や
デ
ザ
イ
ン
が
ま
ち
ま
ち
で
、

ゲ
タ
植
に
す
っ
き
り
と
収
ぎ

ら
広
い
こ
と
で
す
。

仕
切
り
板
を
調
整
で
き
る
も
の
に

す
る
と
¥
靴
の
高
さ
別
に
収
納
で
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
¥
ゲ
タ
栢
に
パ
イ

プ
を
と
り
つ
け
¥
こ
れ
に
ブ

ツ
を

ハ
サ
ミ
で
つ
る
せ
ば
短
靴
と
区
別
で

き
¥
収
納
も
す
っ
き
り
し
ま
す
。
ま

だ
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
靴
を
ほ
か
の

所
仁
保
管
し
て
お
く
な
ど
の
¥
ち
ょ

っ
と
し
疋
工
夫
で
、
ゲ
タ
精
を
広
く

つ
か
う
こ
と
が
で
き
ぎ
す
。

ゲ
タ
箱
の
掃
除
は
、
年
に
二
一¥
凹

回
¥
天
気
の
い
い
日
C
中
の
履
物
を

全
部
外
に
出
し
て
丁
寧
に
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
。

ま
す
¥
ゲ
タ
稿
の
戸
と
仕
切
り
板

を
外
し
ま
す
。
掃
除
機
で
ほ
こ
り
や

コ
ミ
を
吸
い
取
り
¥
住
宅
聞
の
洗
剤

を
薄
め
た
も
の
で
内
側
と
外
側
を
ふ

き
、
そ
の
あ
と
水
ぶ
き
を
。
し
ば
ら

く
そ
の
ま
ま
に
し
て
¥
風
を

役
通
し
て
詑
燥
さ
せ
ま
す
。
詑

一
き
が
悪
い
よ
う
で
し
疋
ら
¥

ゆ
扇
風
機
や
へ
戸
ド
ラ
イ
ヤ
ー

ド
を
使
う
の
が
お
勧
め
で
ず

O

L
1

十
分
に
乾
い
た
ら
¥
ゴ
キ
ブ

ラ
リ
を
防
止
す
る
た
め
に
殺
虫

ド
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
て
¥
ゲ
タ

♂
稽
の
掃
除
は
完
了
で
す
。

γ

な
お
、
靴
を
入
れ
る
翫
巳
¥

榔
仕
切
り
板
の
上
に
新
聞
紙
を

鳳
二
、
三
枚
重
ね
て
敷
い
て
お

扇
き
ま
し
ょ
う
。
ゲ
タ
箱
の
白

の
活
れ
を
か
な
り
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
次
回
、
掃
除
を
す

る
際
に
も
楽
で
す
。
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